
九州地区青果物販売動向【野菜・果実】
2024年2月

今週 次週

2/26週 3/4週

入荷量 市況 市況動向 見通し

保合～やや弱い 保合～やや弱い

大分 当年：61トン Ｌ1300-1050円/3㎏ 保合～やや弱い 保合～やや弱い

宮崎 前年：75トン

福岡 当年：19トン 土耕50円/束 保合～やや弱い 保合～やや弱い

大分 前年：16トン 水耕60円/束

保合 保合

大分 当年：68トン 長Ｌ2400-1700/5k 保合 保合

鹿児島 前年：62トン

宮崎

大分 ２Ｌ-Ｌ350-330/200ｇパック保合 保合

福岡

長崎

熊本 当年：117トン 4ｋ　1620-750 保合 やや強い～保合

福岡 前年：98トン

長崎

大分 当年：26トン 4250-3500円/ｹｰｽ 保合～やや弱い 保合～やや弱い

宮崎 前年：23トン

熊本

大分 当年：3.1トン 300-150円/パック 弱い 弱い

佐賀 前年：3.0トン

○○事務所管内活動報告（一部）

JA全農おおいた　福岡事務所

トマト

数量は例年並みほど。棚が変わり始めたことによりトマトの売れ行き良好。また、温かくなり始めたこ

とも要因。曇天が続いていることが少し心配されるところ。

にら

売り場が変わってきて若干販売が落ち着いている。宮崎産、熊本産増えてきているが曇天続きで品質が

心配される。全体数量が増えてきていることもあり、単価を下げ売り込みをかけての販売。

大葉

イベントが少ないこともあり注文が落ち着いてきた。量販店は特売を組み、消費を促している状況。曇

天が続いていることで品質面が心配される。

ピーマン

甘藷

荷動き悪くなく販売は順調。宮崎については定植が開始されており、熊本については現在畑の準備、定

植に取り掛かっている。定植に取り掛かっているためか出荷に増減があり、入荷は不安定。また、雨続

きのため定植作業が少し遅れ気味。

いちご
（ベリーツ）

入荷に不足感あり、相場は安定している。ベリーツは生協用の納品が開始されており、土場分が逼迫す

る可能性あり。出荷よろしくお願いします。

全体

暖かく曇天続きだったが、また、寒さが戻ってきている。各品目切替わり始めており、玉ねぎについて

は長崎から佐賀へうまく切替わりが行われた。全体的に葉物の動きが変わらず鈍く、果菜については品

目によって動きがよくなった品目もある。

白ねぎ

先週から雨続きということもあり今週初めから全体的に数量少ない。来週も引き続き1000円前後の動き

になると予想される。

こねぎ
（土耕・水耕）

暖冬の影響で前進出荷の産地が多く、九州、広島ともに順調に出荷されている。また、曇天が続いたこ

とで水耕産地は少し出荷が鈍くなっている。数量集まっていることもあり単価を落としての販売。3月中

旬まで続くと予想される。

作成日：令和６年２月２９日(木)

品目 主産地

前週

コメント（状況及び次週動向）2/19週


